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1．論文の構成 

序章 問題の所在と研究の目的及び方法 

 第 1 節 問題の所在 

  第 1 項 「開発と平和のためのスポーツ」の概観 

  第 2 項 カンボジアにおける体育科教育とその課題 

  第 3 項 カンボジアの初等教員養成における課題 

 第 2 節 体育授業観や信念に関する先行研究の検討 

第 3 節 本研究の目的 

 第 4 節 本研究の方法 

第 5 節 本論文の構成 

 

第 1 章 カンボジアの学校教育における体育とスポーツの概観 

 第 1 節 本章の目的 

第 2 節 研究の方法 

第 3 節 カンボジアにおける学校教育の体育とスポーツに関する先行研究 

  第 1 項 制度・組織に関連する研究 

  第 2 項 学習指導要領に関連する研究 

  第 3 項 課外活動に関連する研究 

  第 4 項 教員養成に関連する研究 

 第 4 節 カンボジアにおける学校教育の体育とスポーツに関する研究動向の考察 

  第 1 項 制度・組織に関連する研究についての考察 

  第 2 項 学習指導要領に関連する研究についての考察 

  第 3 項 課外活動に関連する研究についての考察 

  第 4 項 教員養成に関連する研究についての考察 

 第 5 節 カンボジアにおける学校教育の体育とスポーツに関する研究動向についてのまとめ 

 

第 2 章 カンボジアにおける教員養成の概観 

 第 1 節 本章の目的 

第 2 節 研究の方法・ 

 第 1 項 論文の検索 

 第 2 項 論文の選定と手続き 

 第 3 節 カンボジアの教員養成に関する先行研究の概要 

 第 4 節 カンボジアの教員養成に関する考察 
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  第 1 項 刊行年や研究の目的と結果について 

  第 2 項 調査対象と調査内容について 

  第 3 項 教員養成に関する課題について 

 第 5 節 カンボジアにおける教員養成についてのまとめ 

 

第 3 章 カンボジアの初等教員養成カリキュラムにおける体育科教育法と教育実習 

 第 1 節 本章の目的 

第 2 節 研究の方法 

 第 3 節 「教員養成プログラム基礎レベル 小学校における教授（12+2）」 

  第 1 項 「教員養成プログラム基礎レベル 小学校における教授（12+2）」の概観 

  第 2 項 「教員養成プログラム基礎レベル 小学校における教授（12+2）」における体育科教

育法 

  第 3 項 「教員養成プログラム基礎レベル 小学校における教授（12+2）」の体育科教育法と

カンボジア王国小学校保健体育科指導要領 

  第 4 項 「教員養成プログラム基礎レベル 小学校における教授（12+2）」における教育実習

の概要 

 第 4 節 「教員養成プログラム基礎レベル 小学校における教授（12+2）」の特徴と課題の検討 

 第 5 節 「教員養成プログラム基礎レベル 小学校における教授（12+2）」における体育科教育法

と教育実習のまとめ 

 

第 4 章 カンボジア初等教員養成段階における体育科教育法「前期」受講前後の体育授業観の様態

と変容 

 第 1 節 本章の目的 

第 2 節 研究の方法 

 第 1 項 対象者 

 第 2 項 質問紙調査 

 第 3 項 調査期間 

 第 4 項 分析方法と手順 

 第 5 項 妥当性と信頼性 

 第 6 項 倫理的配慮 

 第 7 項 体育科教育法の指導目的と年間計画 

 第 3 節 結果 

  第 1 項 体育科教育法（前）における体育授業観の様態 
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  第 2 項 体育科教育法（後）における体育授業観の様態 

  第 3 項 体育科教育法（前）（後）における体育授業観の様態 

  第 4 項 分類された学生の体育授業観と被教育体験期における体育授業の実態 

 第 4 節 考察 

  第 1 項 指導要領の目的・目標に関連した体育授業 

  第 2 項 学習指導に着目した授業 

  第 3 項 体育科教育法（前）（後）における体育授業観の保持と変容 

 第 5 節 体育科教育法「前期」における体育授業観の様態と変容のまとめ 

 

第 5 章 カンボジア初等教員養成段階における教育実習前後の体育授業観の様態と変容 

 第 1 節 本章の目的 

第 2 節 研究の方法 

 第 1 項 対象者と調査時期 

 第 2 項 質問紙調査 

 第 3 項 質問紙の分析方法と分析の手順 

 第 4 項 体育授業観の変容の具体的な事例の抽出 

 第 5 項 インタビュー調査 

 第 6 項 X 州初等教員養成校における教育実習 

 第 7 項 教育実習における体育授業の学習指導案例 

 第 8 項 倫理的配慮 

 第 3 節 結果 

  第 1 項 実習前と実習後における体育授業観の様態 

  第 2 項 実習前と実習後における体育授業観の保持と変容の事例 

  第 3 項 選定された教育実習生のインタビュー結果 

 第 4 節 考察 

  第 1 項 実習前と実習後における体育授業観の様態に関する考察 

  第 2 項 教育実習における体育授業観の変容の有無に関する考察 

  第 3 項 被教育体験期における体育授業の実態を踏まえた教育実習生の体育授業観 

 第 5 節 教育実習前後における体育授業観の様態と変容のまとめ 

 

第 6 章 カンボジア初等教員養成段階の入門期における体育授業観の様態 

 第 1 節 本章の目的 

第 2 節 研究の方法 
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 第 1 項 対象者 

 第 2 項 質問紙調査と調査時期 

 第 3 項 分析方法と手順 

 第 4 項 妥当性と信頼性 

 第 5 項 倫理的配慮 

 第 3 節 PTTC 入門期の学生を対象とした体育授業観の様態に関する結果と考察 

 第 4 節 PTTC 入門期における体育授業観の様態に関するまとめ 

 

第 7 章 カンボジア初等教員養成校の学生を対象とした体育授業観の形成過程 

 第 1 節 本章の目的 

第 2 節 研究の方法 

 第 1 項 対象者の選定 

 第 2 項 インタビューの調査内容 

 第 3 項 インタビューの分析手続き 

 第 4 項 倫理的配慮 

 第 3 節 結果 

  第 1 項 被教育体験期における体育授業観の形成過程について 

  第 2 項 初等教員養成カリキュラムを通した体育授業観の形成過程について 

  第 3 項 概念・サブカテゴリー・カテゴリー間の関係 

 第 4 節 考察 

  第 1 項 出来事 

  第 2 項 時期・時機 

  第 3 項 境遇・状況 

 第 5 節 カンボジア初等教員養成校の学生を対象とした体育授業観の形成過程に関するまとめ 

 

終章 本研究における総括と今後の課題 

 第 1 節 本研究の総括 

第 2 節 本研究の成果 

 第 3 節 カンボジア初等教員養成カリキュラムの検討 

第 4 節 本研究の課題と限界性 

 

付記，引用・参考文献，資料，謝辞 
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2．本研究の背景 

 2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会開催を契機として，日本は 2014 年から Sport 

for Tomorrow（以下「SFT」と略す）事業に取り組んでいる．SFT のような日本における「開発と平

和のためのスポーツ（Sport for Development and Peace：以下「SDP」と略す）」に関する活動や研究は，

近年盛んに議論されるようになった（小林，2014）．そのような中，国連は，2005 年を「スポーツと

体育の国際年」と定め，また，2015 年には，「体育とスポーツに関する国際憲章」が「体育・身体活

動・スポーツに関する国際憲章」として継承された．世界的にみると，これまで国連関係機関を中心

に SDP 分野は推進されている． 

 2005 年「スポーツと体育の国際年」の影響を受け，日本の国際協力機構（Japan International 

Cooperation Agency：以下「JICA」と略す）と NPO 法人 Hearts of Gold（以下「HoG」と略す）に体育

科教育の支援を要請したのが，カンボジア王国（以下「カンボジア」と略す）である（山口，2014）．

さらに，カンボジアは，2015 年の「体育・身体活動・スポーツに関する国際憲章」にそって，JICA

と HoG の支援を受けながら中学校体育科学習指導要領も作成している（Hearts of Gold，2017）．一方，

カンボジアを対象とした体育科教育の支援事業が行われているものの，「未だ全ての小学校で年間 76

コマの体育授業を全学年が実施するまでに至っていない」（木村・山平，2019，p.89）との報告もみら

れる．Martins et al．（2020）による，13 から 17 歳の生徒を対象とした，体育授業への参加に関する

調査においても，体育授業に生徒が体育授業に参加していない割合の高い国として，カンボジアが挙

げられている．このような現状はカンボジアに限定されたことではなく，Hardman（2014）は，全世

界の体育授業の実施率は 71%に留まっていることを明らかにしており，体育授業が実施されない理

由の 1 つに，校長や教師が体育に無関心であることを指摘している．つまり，体育授業における教師

行動に変化がみられないと捉えられるが，この教師行動が変わらない理由として，小野（2012）は，

「授業は文化的な営みであり，何よりも教師の間で広く共有されている価値観・信念（授業観・教師

観・生徒観）に深く根ざしている」（p.213）ことを挙げている．したがって，開発途上国が抱える体

育科教育の課題に対して，カンボジアを事例として，価値観や信念について学術的に検討していくこ

とは肝要であろう． 

ところで，カンボジアでは体育に限らず，教員の質も課題となっている（平山，2007；Kong，2017；

前田，2003）．例えば，前田（2014）は，「カンボジアの多数の教員に，教師として必要な資質能力が

備わっていない」（p.83）と，教員養成の課題を挙げている．大矢（2013）は，カンボジアにおける初

等教育の体育に関する教材づくりを検討した際，「養成期間内に十分な知識・技能が養われていると

は考えにくい」（p.156）と初等教員養成の体育に関する指摘をしている．つまり，前田（2014）や大

矢（2013）が指摘している課題は，荻巣（2013）のいうカンボジアにおける教師の力量の課題とも捉

えられよう．この教師の力量と教員養成の課題に着目した場合，体育授業観注）について検討した研

究が散見される（嘉数，2013；嘉数・江藤，2014；嘉数・岩田，2013；住本，2016）． 
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カンボジアが抱える体育授業に関する初等教員養成の課題に対して，教員を志望する学生が保持

する体育授業観について把握していくことは喫緊の課題であろう．村田・渋谷（1999）は，東南アジ

アにおける比較教育学研究において，「対象国・地域の教育制度や行政システム，教育上のニーズを

とらえることはもちろんであるが，それらの制度を支えている学校観や子ども観，民族と教育との関

係など，文化的・社会的背景をも踏まえたうえで教育をとらえていく必要がある」（pp.59-60）と述べ

ている．しかしながら，これまでカンボジアの社会的・文化的背景を踏まえ，初等教員養成校

（Provincial Teacher Training College：以下，「PTTC」と略す）の学生を対象とした授業観について検

討された研究は，管見の限り見当たらなかった． 

 

3．本研究の目的 

 本研究では，カンボジアにおける学校教育の体育とスポーツや教員養成の概観，そして初等教員養

成カリキュラムを把握し，カンボジアにおける PTTC の学生を対象として，体育授業観の様態を明ら

かにすることを目的とした．とりわけ，体育科教育法と教育実習に着目して，体育授業観の様態を事

例的に明らかにする．そして，これらの知見からカンボジアにおける PTTC の学生の体育授業観が，

どのように形成されてきたのかについて明らかにする．  

 

4．本論文の構成と方法 

本論文は，図 1 の通り，序章，第 1 章から第 7 章，終章で構成されている． 

第 1 に，本研究で対象とするカンボジアの体育科教育や教員養成について把握するために文献研

究やカリキュラムの整理を行った．第 1 章では，カンボジアの学校教育における体育やスポーツを検

討する上で，どのような研究が行われてきたのか明らかにするために，柾本（2004）が国内外におけ

る学校体育の調査や研究を整理した中で提唱した枠組みを基に先行研究を分類し，カンボジアの体

育科教育を支援してきた日本における研究動向を把握した．第 2 章では，カンボジアの教員養成に関

する先行研究を概観し，そこから導出された課題を，興津（2018）の 6 つの視点に即して整理した．

第 3 章では，初等教員養成カリキュラム「教員養成プログラム基礎レベル 小学校における教授（12+2）」

（MoEYS，2011）に明記されている，体育科教育と教育実習の概要と位置付けについて解明した． 

第 2 に，PTTC の学生の体育授業観の様態と形成過程について，自由記述の質問紙調査と半構造化

インタビュー調査を用いて事例的に把握した．第 4 章から第 6 章では，初等教員養成カリキュラム

における，体育科教育法「前期」の受講前後，教育実習の受講前後，体育科教育法「後期」受講後に

着目した．山崎（2007）や嘉数・江藤（2014）の先行研究を参考にしてクメール語で作成した質問紙

調査を，PTTC の学生を対象に実施した．質問紙調査結果は，NVivo12（QSR International 社）を用い

てコーディングし，コード，サブカテゴリー，カテゴリーを生成した上で帰納的分類を行い，それら

を PTTC1 年次の体育授業観として解釈することとした．第 7 章では，山﨑（2002）の「転機」（p.19）
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を援用し，1）出来事，2）時期・時機，3）状況・境遇，の視点で，PTTC の学生にインタビュー調査

を実施した．分析は，修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ（Modified-Grounded Theory 

Approach：以下「M-GTA」と略す）を用いて分析し（木下，2003，2007），PTTC の学生を対象とした

体育授業観の形成過程を把握した． 

第 4 章から第 7 章は，JICA 草の根技術協力事業草の根パートナー型「小学校体育科教育 自立的

普及に向けた人材及び体制構築のための事業」（Hearts of Gold，2016）を通じて，MoEYS から認定を

受け，体育科教育に関する研究指定校プレートが授与された X 州 PTTC を対象とすることとした． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 本論文の構成 

 

5．結果 

5．1．カンボジアの学校教育における体育とスポーツの概観 

 カンボジアを対象とした学校教育の体育とスポーツに関する研究として選定された 32 編を，柾本

（2004）が提唱した枠組みを基に分類した結果が表 1 である．日本におけるカンボジアを対象とした

学校教育の体育とスポーツに関する研究は，4 つに大別された．とりわけ，「カンボジア王国小学校

保健体育科指導要領作成」（MoEYS，2007）に関連して実施された，カンボジアの児童を対象とした

「体格測定・体力テスト」に関する研究が最も多かった．制度組織に関連する研究と課題活動に関連

する研究から，共通の課題として教員養成が挙げられ，これらの研究から導出された課題も踏まえて，

教員養成に関連する研究の蓄積が期待されていた． 

 

 

序章 問題の所在と研究の目的及び方法 

文献研究 
 
 
 
 
 

 
 

第 1 章 カンボジアの学校教育における体育とスポーツの概観 
 

第 3 章 
カンボジアの初等教員養成カリキュラム 

における体育科教育法と教育実習 
 

第 2 章 
カンボジアにおける教員養成の概観 

 
 

事例研究 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 4 章 
カンボジア初等教員養成段
階における体育科教育法「前
期」受講前後の体育授業観の
様態と変容 

第 5 章 
カンボジア初等教員養成段
階における教育実習前後の
体育授業観の様態と変容 
 

第 6 章 
カンボジア初等教員養成段
階の入門期における体育授
業観の様態 
 
 

第 7 章 カンボジア初等教員養成校の学生を対象とした体育授業観の形成過程 
 

終章 本研究における総括と今後の課題 
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表 1 カンボジアを対象とした学校教育の体育とスポーツに関する研究 

対象領域（編数） 項目（編数） 

制度・組織に関連する研究（5 編） 「教育制度」に関する研究（2 編） 
「教科としての体育の位置付け」に関する研究（3 編） 

学習指導要領に関連する研究（19 編） 「体格測定・体力テスト」に関する研究（17 編） 
「体育授業の教材」に関する研究（2 編） 

課外活動に関連する研究（6 編） 「学校スポーツ」に関する研究（4 編） 
「体育的行事」に関する研究（2 編） 

教員養成に関連する研究（2 編） 「教員養成の体育科教育カリキュラム」に関する研究（1 編） 
「初等教員の養成」に関する研究（1 編） 

 

5．2．カンボジアにおける教員養成の概観 

表 2 は，選定されたカンボジアの教員養成に関する論文 14 編を，興津（2018）が途上国の教員政

策を把握する上で提示した，①教員供給，②公正な教員配置，③教員の量的拡大と質的確保のジレン

マ，④教師教育に関する課題，⑤カリキュラム改革と教員，⑥教員を取り巻くガバナンス改革，の 6

つの視点に基づいて，カンボジアの教員養成の課題を分類したものである．その結果，④教師教育に

関する課題が最も多く，また，教員養成における教育実習に関する先行研究がみられなかったことが，

今後の研究課題として挙げられた． 

 

表 2 カンボジアの教員養成に関する課題 
興津（2018）の 6 つの視点 著者（刊行年） 

①教員供給 和田（2009） 
②校正な教員配置 Khlok（2001），森田ほか（2018），和田（2013） 
③教員の量的拡大と質的確保のジレンマ 石川ほか（2018），Khlok（2001），和田（2010） 

④教師教育に関する課題 安藤（2013），平山（2010b），光田（2019），森本・村山
（2011），森田ほか（2018），和田（2010，2013），山口（2012） 

⑤カリキュラム改革と途上国の教員 安藤（2013），平山（2010a，2014），山平ほか（2018） 

⑥教員を取り巻く「ガバナンス改革」 安藤（2013），平山（2010b），石川ほか（2018），森田ほ
か（2018），和田（2009，2013） 

 

5．3．カンボジアの初等教員養成カリキュラムにおける体育科教育法と教育実習 

カンボジアの初等教員養成カリキュラムである「教員養成プログラム基礎レベル 小学校における

教授（12+2）」に明記されている，体育科教育の指導目的を表 3 に示した．体育科教育法の指導目的

は，カンボジア王国小学校保健体育科の目的と同様に，態度，知識，技術，協調性の 4 つの観点で構

成されていることが明らかになった．次に，体育科教育法の内容を表 4 と表 5 に示した．PTTC1 年

次では，小学校 1 年生から小学校 3 年生の指導法，PTTC2 年次では，小学校 4 年生から小学校 6 年

生の指導法に関する講義を受けることが明らかになった．そして，初等教員養成カリキュラムに明記

されている，教育実習の内容を表 6 に示した．PTTC1 年次では 6 週間，PTTC2 年次では 8 週間の教

育実習が実施され，PTTC1 年次では授業観察が 2 週間設けられていることが明らかになった． 
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表 3 カンボジアの初等教員養成における体育科教育法の指導目的 
体育科教育法の指導目的 

2 年にわたる教員養成を修了した後，学生が以下のような教師となることを目指す． 
①各種目や各学年のレベルに合わせた，ゲームの方法，練習の方法，観戦の仕方，ルールについての重

要な知識を身につける． 
②体育科教育法の練習やゲームで心身共に健康状態を保つ方法や身体の構造について指導する能力を
身につけ，その基本的な技術を学ぶ． 

③体育科教育法の実践において，スポーツやスポーツ選手に対する愛好的態度を育成する． 
④体育科教育法の実践において，協力し合い，学生が自信を持って参加し，互いに意見を交換したり

考えたり，満足のいく活動ができるよう，自信と敬意を込めて取り組ませる． 

「教員養成プログラム基礎レベル 小学校における教授（12+2）」（MoEYS，2011）より筆者が編集 

 

 

 

表 4 カンボジアの初等教員養成における体育科教育法 PTTC1 年次の内容 

PTTC1 年次前期：30 時間 PTTC1 年次後期：30 時間 
項目 時間 項目 時間 

1．理論と実践（1年生から3年生） 10 1．基本運動（1年生から3年生） 9 
①カリキュラム学習：体育科の意義・体育科学習の
探求と理解 

②年間計画：体育科における年間計画の観点・年間
計画作成の実践 

③単元計画：体育科における単元計画の観点・単元
計画作成の実践 

④学習指導案：体育科における学習指導案作成の観
点・学習指導案作成の実践 

⑤時間割作成：時間割作成の観点・時間割作成の実
践 

2 
 

2 
 

2 
 

2 
 

2 

①器械体操（鉄棒運動・縄跳び）（各学年1時
間） 
理論の学習（15分）・運動施設での実践（45
分） 

②陸上運動(跳ぶ・投げる)（各学年1時間） 
理論の学習（15分）・運動施設での実践（45
分） 

③水泳（各学年 1 時間） 
理論の学習（15分）・運動施設での実践（45
分） 

3 
 
 
 

3 
 
 

3 

2．基本運動（1年生から3年生） 9 2．ボール遊び（1年生から3年生） 9 
①リズムに合わせた運動（各学年1時間） 
理論の学習（15分）・運動施設での実践（45分） 
 

②器械体操（マット・飛び越え運動）（各学年1時
間） 
理論の学習（15分）・運動施設での実践（45分） 

③陸上運動（跳ぶ・投げる）（各学年 1 時間） 
理論の学習（15分）・運動施設での実践（45分） 

3 
 
 

3 
 
 

3 

①バスケットボール（各学年 1 時間） 
理論の学習（15分）・運動施設での実践（45
分） 

②バレーボール（各学年 1 時間） 
理論の学習（15分）・運動施設での実践（45
分） 

③サッカー（各学年 1 時間） 
理論の学習（15分）・運動施設での実践（45
分） 

3 
 
 

3 
 
 

3 

3．体力テスト（1年生〜3年生） 3 3．体力テスト（1 年生〜3 年生） 3 
①上体起こし 
②長座体前屈 
③反復横とび 

1 
1 
1 

①50m 走 
②立ち幅跳び 
③5 分間走 

1 
1 
1 

4．研究授業学習（グループ学習）  8 4．研究授業学習（グループ学習）  8 
①各学年段階に合わせた学習 
②グループ実践（模擬授業） 

4 
4 

①各学年段階に合わせた学習 
②グループ実践（模擬授業） 

4 
4 

 5．スポーツクラブ 1 

「教員養成プログラム基礎レベル 小学校における教授（12+2）」（MoEYS，2011）より筆者が編集 
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表 5 カンボジアの初等教員養成における体育科教育法 PTTC2 年次の内容 

PTTC2 年次前期：30 時間 PTTC2 年次後期：13 時間 
項目 時間 項目 時間 

1．理論と実践（4年生から6年生） 5 1．ボールゲーム（4年生から6年生） 9 
①カリキュラム学習：体育科の意義・体育科学

習の探求と理解 
②年間計画：体育科における年間計画の観点・

年間計画作成の実践 
③単元計画：体育科における単元計画の観点・

単元計画作成の実践 
④学習指導案：体育科における学習指導案作成

の観点・学習指導案作成の実践 
⑤時間割作成：時間割作成の観点・時間割作成

の実践 

1 
 

1 
 

1 
 

1 
 

1 
 

①バスケットボール 
理論の学習（15分）・運動施設での実践（45
分） 

②バレーボール 
理論の学習（15分）・運動施設での実践（45
分） 

③サッカー 
理論の学習（15分）・運動施設での実践（45
分） 

3 
 
 

3 
 
 

3 

2．基本運動（4年生から6年生） 21 2．研究授業学習（グループ学習）   4 
①リズムに合わせた運動 
理論の学習（15分）・運動施設での実践（45
分） 

②器械体操（マット運動・障害物ジャンプ・鉄
棒・長縄） 
理論の学習（15分）・運動施設での実践（45
分） 

③陸上運動（歩く・走る・跳ぶ・投げる） 
理論の学習（15分）・運動施設での実践（45
分） 

④水泳 
理論の学習（15分）・運動施設での実践（45
分） 

3 
 

 
6 

 
 
 

6 
 
 
 

6 

①各学年段階に合わせた学習 
②グループ実践（模擬授業） 

2 
2 

3．体力テスト（4年生から6年生） 3  
①上体起こし 
②長座体前屈 
③反復横とび 

1 
1 
1 

4．研究授業学習（グループ学習） 1 
①各学年段階に合わせた学習 
②グループ実践（模擬授業） 1 

「教員養成プログラム基礎レベル 小学校における教授（12+2）」（MoEYS，2011）より筆者が編集 

 

表 6 初等教員養成カリキュラムに明記された教育実習の内容 

1．教育実習の目的 
1）教育実習生が，教員養成学校で学んだ理論と小学校での実践を結びつけることによって，教師の基礎

的専門性を身につける訓練を受ける機会を設ける．同時に，教員養成課程により，教育実習生が，基
礎的知識を蓄え引き続き自己研鑽していく手段を身につけるために，授業における観察及び実践を通
じて教師の専門性を理解する機会を設ける． 

2）教育実習生が良心及び強い責任感を有する優れた教師となれるよう，実習生に教師の専門的技能を身
につけさせる.  

3）質の高い教師を養成するために，教員養成校及び小学校がより良く協力する機会を提供する． 
4）教員養成学校における 2 年間の訓練を受けた後，適宜改善を行うため，教育実習生の専門的能力を評

価する． 
2．教育実習：14 週間 
1 年次は 6 週間で，2 段階に分けられている： 
・観察段階は 2 週間である． 
・中間的な実践段階は 4 週間である． 
2 年次は 8 週間あり，1 段階となっている： 
・最終的な実践段階 
この最終的な実践段階で，教育実習生は，小学校の第 1 学年，第 2 学年，第 3 学年で 4 週間教え，第 4
学年，第 5 学年，第 6 学年で 4 週間教えなければならない． 

「教員養成プログラム基礎レベル 小学校における教授（12+2）」（MoEYS，2011）より筆者が編集 
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5．4．カンボジア初等教員養成段階における体育科教育法「前期」受講前後の体育授業観の様態と 

変容 

 分析対象は，X 州 PTTC1 年次の 27 名が質問紙に回答した自由記述とした．NVivo12（QSR 

International 社）を活用して，＜コード＞，《サブカテゴリー》，【カテゴリー】を自由記述から生成し

た．表 7 は体育科教育法「前期」受講前，表 8 は体育科教育法「前期」受講後における体育授業観の

＜コード＞，《サブカテゴリー》，【カテゴリー】ならびにその数と割合を示したものである．表 9 は，

分類された学生各々の体育授業観を《サブカテゴリー》，【カテゴリー】毎に体育科教育法「前期」受

講前と受講後で示した．体育科教育法「前期」受講前を上段に記し，体育科教育法「前期」受講後を

下段に記した．また，被教育体験期における体育授業の調査結果を対応させた．体育授業を受けたと

回答した学生は○，受けていないと回答した学生は×，覚えていないと回答した学生は△，無回答で

表記した． 

 結果として，PTTC の学生を対象とした体育科教育法「前期」受講前後における体育授業観の様態

は，カンボジア王国小学校保健体育科指導要領の目的や目標を包括した体育授業観，カンボジアの教

育的な背景を内包しながら，教授行為や授業の運営に焦点をあてた体育授業観を保持していた．また，

体育科教育法「前期」受講後に，【学習指導に着目した授業】の割合が 33.3%から 59.3%と増加がみら

れた．さらに，体育科教育法「前期」受講後における《体育授業の要件》の新たな生成は，体育科教

育法「前期」の講義の影響があることが認められた．そして，初等教育段階において，体育授業を受

ける機会に恵まれなかった，もしくは覚えていない場合，体育科教育法「前期」受講前に保持してい

た学生の体育授業観は漠然とした体育授業観であったとも推察され，体育授業観の再構築や変容が

生じやすい傾向が示唆された． 
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表 7 体育科教育法「前期」受講前における体育授業観の様態 

カテゴリー サブカテゴリー コード カテゴリー数 
（割合） 

サブ 
カテゴリー数 

コード
数 

指導要領の 
目的・目標に関連
した授業 

健康への寄与 

健康への寄与 

18 
（66.7%） 

7 

2 
健康への寄与と体操 1 
心身の健康への寄与とスポーツ 3 
健康への寄与と運動 1 

知的機能 
知的機能の発達と健康への寄与 

5 
3 

知的機能の発達及び健康への寄与とスポ
ーツ 2 

精神面 

精神的な発達と健康への寄与 

3 

1 
精神的な発達と体操 1 
精神的な発達及び健康への寄与とスポー
ツ 1 

技能面 基礎的技能の獲得 1 1 

社会的能力 
良好な人間関係の構築と健康への寄与 

2 
1 

良好な人間関係の構築及び知的機能の発
達と健康への寄与 1 

学習指導に 
着目した授業 

教師中心 
教師が主導で行う運動 

9 
（33.3%） 

3 
1 

教師が主導で身につく技能 1 
教師が主導で目指す心身の健康への寄与 1 

児童への配慮 
児童と教師の参加 

5 
1 

児童の発育・発達や自己の能力への配慮 2 
児童が楽しめる授業と健康への寄与 2 

運動量の確保 汗をかくほどの運動量 1 1 
合計 27   

 

 

表 8 体育科教育法「前期」受講後における体育授業観の様態 

カテゴリー サブカテゴリー コード カテゴリー数
（割合） 

サブ 
カテゴリー数 

コード
数 

指導要領の 
目的・目標に関連
した授業 

健康への寄与 健康への寄与 

11 
（40.7%） 

3 2 
心身の健康への寄与とスポーツ 1 

知的機能 
知的機能の発達と健康への寄与 

5 
2 

知的機能の発達及び健康への寄与と運動 1 
スポーツが健康に与える効果の認知 2 

社会的能力 

良好な人間関係の構築及びスポーツがで
きることとその認知 2 

1 

運動習慣及び認知と心身の調整と良好な
人間関係の構築 1 

愛好的態度 愛好的態度の育成とスポーツ 1 1 

学習指導に 
着目した授業 

教師中心 教師が主導で行う運動 

16 
（59.3%） 

2 1 
教師が主導で行うスポーツ 1 

児童への配慮 

児童と教師の参加 

7 

1 
児童が楽しめる授業と健康への寄与 2 
教師による配慮と積極的に参加する児童 1 
児童との関係構築と健康への寄与 1 
遊び中心 1 
遊びと心の健康への寄与 1 

体育授業の要件 

スポーツ用具が充実した環境 

4 

1 
教師による配慮と適切な服 1 
適切な運動と適切な服 1 
適した天候での実施 1 

運動量の確保 汗をかくほどの運動量 3 3 
合計 27   
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表 9 分類された体育科教育法「前期」受講前後の体育授業観と被教育体験期における体育授業 

学
生 カテゴリー サブカテゴリー 初等教育段階 

体育授業 
前期中等教育段階 

体育授業 
後期中等教育段階 

体育授業 

A 指導要領の目的・目標に関連した授業 精神面 
△ × ○ 

指導要領の目的・目標に関連した授業 知的機能 

B 指導要領の目的・目標に関連した授業 精神面 
○ ○ ○ 

学習指導に着目した授業 運動量の確保 

C 指導要領の目的・目標に関連した授業 健康への寄与 
○ ○ ○ 

指導要領の目的・目標に関連した授業 知的機能 

D 
学習指導に着目した授業 教師中心 

× ○ ○ 
学習指導に着目した授業 児童への配慮 

E 学習指導に着目した授業 児童への配慮 
× ○ ○ 

学習指導に着目した授業 体育授業の要件 

F 学習指導に着目した授業 教師中心 
○ ○ ○ 

学習指導に着目した授業 体育授業の要件 

G 指導要領の目的・目標に関連した授業 健康への寄与 
× × × 

学習指導に着目した授業 児童への配慮 

H 指導要領の目的・目標に関連した授業 社会的能力 
○ ○ ○ 

学習指導に着目した授業 運動量の確保 

I 指導要領の目的・目標に関連した授業 知的機能 
△ ○ ○ 

指導要領の目的・目標に関連した授業 健康への寄与 

J 指導要領の目的・目標に関連した授業 健康への寄与 
× ○ ○ 

学習指導に着目した授業 運動量の確保 

K 指導要領の目的・目標に関連した授業 健康への寄与 
○ ○ ○ 

指導要領の目的・目標に関連した授業 健康への寄与 

L 指導要領の目的・目標に関連した授業 知的機能 
○ ○ ○ 

指導要領の目的・目標に関連した授業 健康への寄与 

M 学習指導に着目した授業 児童への配慮 
× ○ ○ 

学習指導に着目した授業 児童への配慮 

N 指導要領の目的・目標に関連した授業 知的機能 
× ○ ○ 

指導要領の目的・目標に関連した授業 社会的能力 

O 指導要領の目的・目標に関連した授業 精神面 
× ○ ○ 

学習指導に着目した授業 教師中心 

P 指導要領の目的・目標に関連した授業 知的機能 
× ○ ○ 

指導要領の目的・目標に関連した授業 社会的能力 

Q 指導要領の目的・目標に関連した授業 健康への寄与 
× ○ ○ 

学習指導に着目した授業 教師中心 

R 指導要領の目的・目標に関連した授業 健康への寄与 
○ ○ ○ 

指導要領の目的・目標に関連した授業 知的機能 

S 学習指導に着目した授業 教師中心 
○ ○ × 

学習指導に着目した授業 体育授業の要件 

T 指導要領の目的・目標に関連した授業 技能面 
○ ○ ○ 

学習指導に着目した授業 児童への配慮 

U 学習指導に着目した授業 児童への配慮 
× ○ ○ 

指導要領の目的・目標に関連した授業 愛好的態度 

V 学習指導に着目した授業 児童への配慮 
× ○ ○ 

学習指導に着目した授業 体育授業の要件 

W 指導要領の目的・目標に関連した授業 社会的能力 
× 無回答 ○ 

指導要領の目的・目標に関連した授業 知的機能 

X 学習指導に着目した授業 児童への配慮 
○ ○ ○ 

指導要領の目的・目標に関連した授業 知的機能 

Y 指導要領の目的・目標に関連した授業 健康への寄与 
△ ○ ○ 

学習指導に着目した授業 児童への配慮 

Z 指導要領の目的・目標に関連した授業 知的機能 
○ ○ ○ 

学習指導に着目した授業 児童への配慮 

AA 学習指導に着目した授業 運動量の確保 
○ ○ ○ 

学習指導に着目した授業 児童への配慮 
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5．5．カンボジア初等教員養成段階における教育実習前後の体育授業観の様態と変容 

 分析対象は，X 州 PTTC1 年次の 26 名が質問紙に回答した自由記述とした．自由記述から，＜コー

ド＞，《サブカテゴリー》，【カテゴリー】を生成した．表 10 は教育実習前，表 11 は教育実習後にお

ける体育授業観の＜コード＞，《サブカテゴリー》，【カテゴリー】ならびにその数と割合を示したも

のである． 

 PTTC1 年次の教育実習生を対象とした教育実習前と教育実習後における体育授業観は，カンボジ

ア王国小学校保健体育科指導要領の目的・目標である態度，知識，技術，協調性，習慣を包括した体

育授業観と，教師が中心で授業を行うこと，児童に配慮した授業であること，体育授業の要件を整え

たり，運動量が確保されたりと，授業行為や授業運営に焦点をあてた体育授業観であった．とりわけ，

カンボジア王国小学校保健体育科指導要領が改定されて間もないカンボジアでは，教育実習生の多

くが体育授業の心身に対する効果的特性に着目した体育授業観を保持していた．また，カンボジアの

教育実習生は，教育実習の体育授業に参加する実際の児童の様相から，教育実習後に児童が楽しめる

授業を認識する変容が示唆された．カンボジアの教育実習生は教育実習後に，日本の教育実習生同様，

児童が技能を身につけられる体育授業を目指すという変容がみられた． 

 

表 10 教育実習生の教育実習前における体育授業観の様態 

カテゴリー サブカテゴリー コード 
カテゴリー数 

（割合） 
サブ 

カテゴリー数 
コード 

数 

指導要領の 
目的・目標に
関連した 
授業 

健康への寄与 
健康への寄与 

10 
（38.5%） 

2 1 
心身の健康への寄与とスポーツ 1 

知的機能 

知的機能の発達と健康への寄与 

5 
2 

知的機能の発達及び健康への寄与と運動 1 
スポーツが健康に与える効果の認知 2 

社会的能力 

良好な人間関係の構築及びスポーツができること
とその認知 2 

1 

運動習慣及び認知と心身の調整と良好な人間関係
の構築 

1 

愛好的態度 愛好的態度の育成とスポーツ 1 1 

学 習 指 導 に
着目した 
授業 

教師中心 
教師が主導で行う運動 

16 
（61.5%） 

2 1 
教師が主導で行うスポーツ 1 

児童への配慮 

児童と教師の参加 

7 

1 
児童が楽しめる授業と健康への寄与 2 
教師による配慮と積極的に参加する児童 1 
児童との関係構築と健康への寄与 1 
遊び中心 1 
遊びと心の健康への寄与 1 

体育授業の要件 
スポーツ用具が充実した環境 

4 
2 

教師による配慮と適切な服 1 
適切な運動と適切な服 1 

運動量の確保 汗をかくほどの運動量 3 3 
合計 26  
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表 11 教育実習生の教育実習後における体育授業観の様態 

カテゴリー サブカテゴリー コード 
カテゴリー数 

(割合) 
サブ 

カテゴリー数 
コード 

数 

指導要領の 
目的・目標に
関連した 
授業 

健康への寄与 

心の健康への寄与 

9 
（34.6%） 

3 
1 

心身の健康への寄与 1 
健康への寄与と精神的な発達 1 

知的機能 知的機能の発達と精神的な発達 1 1 
精神面 精神的な発達と技能の獲得 1 1 
体育の認識 体育の認識及び運動習慣と健康への寄与 4 4 

学 習 指 導 に
着目した 
授業 

教師中心 
教師が主導で身につく知識と態度 

17 
（65.4%） 

2 1 
教師が主導で目指す愛好的態度と健康への寄与 1 

児童への配慮 

児童が楽しめる授業 

14 

1 
児童が楽しめる授業と健康への寄与 1 
児童が楽しめる授業とスポーツによる健康への寄
与 

1 

児童が楽しめる授業と知的機能の発達 1 
児童が楽しめる授業と運動習慣 1 
児童がスポーツをできることと健康への寄与 2 
児童がスポーツをできることと良好な人間関係の
構築 

1 

児童がスポーツをできること及び健康への寄与と
良好な人間関係の構築 

1 

児童が興味を持って参加するスポーツを中心とし
た授業 

2 

児童の意欲と精神的な発達 1 
児童への寄与 1 
学習意欲の喚起 1 

体育授業の要件 体育の教材への着目 1 1 
合計 26  

 

5．6．カンボジア初等教員養成段階の入門期における体育授業観の様態 

 分析対象は，X 州 PTTC1 年次の 28 名が質問紙に回答した自由記述とした．自由記述から，＜コー

ド＞，《サブカテゴリー》，【カテゴリー】を生成した．表 12 は体育科教育法「後期」受講後における

体育授業観の＜コード＞，《サブカテゴリー》，【カテゴリー】ならびにその数と割合を示したもので

ある． 

 PTTC の学生は，入門期において【指導要領の目的・目標に関連した授業】と【学習指導に着目し

た授業】に関する考えを保持していた．とりわけ，PTTC 入門期では，《児童への配慮》に関する考え

を多く有していたことが特徴であった．また，体育科教育法「前期」と体育科教育法「後期」の受講

や教育実習の経験があるものの，PTTC 入学当初と同様の《健康への寄与》の考えが生成され続けて

いた．つまり，初等教員養成カリキュラムにおける学びを通して，《健康への寄与》に関する考えを

より強化させた学生が存在しているといえる．体育授業には教具や環境を整える必要があるという

考えである《体育授業の要件》の生成は，体育科教育法「後期」の講義の影響が示唆された． 
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表 12 PTTC 入門期における体育授業観の様態 

カテゴリー 
サブ 

カテゴリー 
コード 

カテゴリー数
（割合） 

サブ 
カテゴリー数 

コード
数 

指導要領の 
目的・目標に関連
した授業 

健康への寄与 

健康への寄与 

11 
（39.3%） 

4 
2 

心身の健康への寄与 1 
健康への寄与とスポーツ 1 

知的機能 知的機能の発達と健康への寄与 1 1 
社会的能力 良好な人間関係の構築 1 1 
態度 態度の育成と健康への寄与 1 1 

体育の認識 
体育の認識と健康への寄与 

4 
1 

体育の認識及び運動習慣と健康への寄与 3 

学習指導に着目
した授業 

教師中心 教師が主導で目指す健康への寄与 

17 
（60.7%） 

1 1 

児童への配慮 

児童が楽しめる授業と健康への寄与 

11 

3 
児童が楽しめるスポーツを中心とした授
業と健康への寄与 

1 

児童が興味を持つ授業と健康への寄与 1 
児童がスポーツをできることと健康への
寄与 

1 

スポーツを中心とした授業 2 
児童が興味を持って参加するスポーツを
中心とした授業 

2 

児童への寄与 1 

体育授業の要件 

教具が充実した環境 

5 

2 
児童が興味を持って参加する教具が揃っ
た授業 

2 

体育授業の時間と児童への配慮 1 
合計 28  

 

5．7．カンボジア初等教員養成校の学生を対象とした体育授業観の形成過程 

X 州 PTTC の学生 12 名を選定し，インタビュー結果を M-GTA で分析し，抽出された＜概念＞，

［サブカテゴリー］，【カテゴリー】間の関係を，結果図として図 2 に示した．PTTC の学生は，被教

育体験期において，【学校体育】のみならず，【学校スポーツ】の影響を受けながら体育授業観を形成

してきたことが明らかになった．また，PTTC においても同様に，【スポーツ活動】による影響を受け

ながら体育授業観を形成している学生も一部存在していた．とりわけ，PTTC の学生は，体育授業観

の形成において，教育実習の実践の時期・時機が影響していたと示唆された．そして，上級生との関

わりが，PTTC の学生の体育授業観の形成に影響していると示唆された． 
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図 2 概念・サブカテゴリー・カテゴリー間の関係 

 

6．本論文における総括と今後の課題 

 本研究では，カンボジアにおける学校教育の体育とスポーツや教員養成の概観，そして初等教員養

成カリキュラムについて把握し，カンボジアにおける PTTC の学生を対象として，体育授業観の様態

を明らかにすることを目的とした．本研究の成果が示唆するものとして，以下の 4 点に整理された． 

（1）カンボジアの初等教員養成カリキュラムにおける体育科教育法の内容として，PTTC1 年次では

小学校 1 年生から 3 年生の指導法について学び，PTTC2 年次では小学校 4 年生から 6 年生の

指導法について学ぶ構成となっていた．また，教育実習は PTTC1 年次と 2 年次で実施され，1

1）出来事による影響 2）時期・時機による影響 3）境遇・状況による影響 

＜用具不足に配慮された 
小学校体育＞ 

＜小学校における情意面に 
着目した体操＞ 

［前期・後期中等教育段階の 
スポーツ教育］ 

＜体育授業中の怪我＞ 
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年次のみ授業を観察する期間が設けられていたことが，特徴として挙げられた． 

（2）PTTC の学生の体育授業観は，PTTC 入学後，体育科教育法「前期」を受講することによって，

カンボジア王国小学校保健体育科指導要領の目的や目標を包括した体育授業観から，カンボジ

アの教育的な背景を内包しながら，教授行為や授業の運営に焦点をあてた体育授業観に変容す

る傾向にあると考えられる． 

（3）教育実習では，教育実習生が実際に体育授業を経験することで，児童が楽しむことができる体

育授業を行いたいという考えや，児童が技能を身につけられるような体育授業を目指す考えへ

と，体育授業観が変容する傾向にあった．また，教育実習後に，体育授業が効果的であること

を児童に認識してもらいたいという考えを新たに持つようになり，初等教員養成カリキュラム

を通して，体育授業が重要な教科であるという考えを強固にしていったと考えられる． 

（4）PTTC の学生は，被教育体験期から，体育授業のみならず学校スポーツやスポーツ活動の影響

を受けながら体育授業観を形成していたと考えられる．また，PTTC1 年次を対象とした場合，

PTTC における上級生との関わりの中で体育授業観を変容させている可能性も示唆された． 

 本研究によって，カンボジアの初等教員養成カリキュラムにおける体育科教育法と教育実習の場

面から，X 州 PTTC1 年次を対象に体育授業観の様態を事例的に解明することができた．一方，本研

究では PTTC1 年次に対象が限定されていたため，PTTC2 年次を対象とした体育授業観の様態につい

ても明らかにすることで，体育科教育法の内容の見直し，体育科教育法と教育実習の位置付けについ

て，さらに検討していくことが可能になると思われる．また，PTTC の 18 校中 2 校において，2 年制

から 4 年制の学士化プログラムがスタートしている．順次 18 校の PTTC が学士化へと転換していく

中で，新しい 4 年制の初等教員養成カリキュラムと 4 年間を通した体育授業観の様態と変容につい

て検討していくことは，今後の課題であろう． 

 

 

 

注釈 

注）本研究においては，教員養成段階の学生を対象とした体育授業観の様態について検討した嘉数

（2013）に依拠し，「（1）どのような授業を目指しているのか，（2）どのような授業をよい授業

と考えているか，（3）どのような授業の実現に価値を見出しているのか」（p.3）を，体育授業観

として捉えることとする． 
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